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ＪＡいわて平泉提供の宝船

管内の農産物の宝船が最高値
盛岡の市場で初競り

　盛岡市中央卸売市場は１月５日、初市式と初競り
を開き、ＪＡ管内のイチゴやリンゴ、曲がりネギな
ど８種類で作り「金色の風」と「いわて南牛」の肉
を添えた宝船が最高値の５万円で競り落とされまし
た。ＪＡの阿部幸文常務は「農家が意欲を持って
生産できるように販売先の確保と安定的な販売に
努めていきたい」と語りました。売上金は県社会
福祉協議会に全額寄付しました。

ＪＡ女性部東山中央支部は１月２１
日、Ａコープの酢を使った料理講
習会を開き、大興産業 ( 株 )職員
を講師にゆずちらし寿司やマリネ
など５品を作りました。

五倍酢やらっきょう酢で手軽に

千厩うまっこ便実行委員会は１２
月２０日、生産者やＪＡ職員らが
箱詰め作業を行ったふるさとの味
３６８箱を全国に発送しました。

まごころを詰めて送ります
ＪＡ酪農部会は１２月１１日、より良
い生乳生産に向け酪農講習会を
開き、若手生産者の遠藤正憲さん
（室根）の実践例などを学びました。

搾乳手順と蹄
ひづめ

について学ぶ

ＪＡ室根青年部は１月２１日、培土
メーカーの三研ソイル（株）（八幡
平市）の工場見学や商品説明など
春作業に向けた研修を行いました。

春作業を前に視察研修

意見・要望を交わす藤江修会長㊥

各集落営農組織の課題解決に向けて
ＪＡ役員と意見を交換

　ＪＡは１月２０日、ＪＡ集落営農組織連絡協議会
とＪＡ常勤役員との意見交換会を開きました。集
落営農組織の代表者は担い手不足や農業者の減少、
ＪＡの遊休施設の利活用、台風１９号の被害などに
関する意見、要望を出し、それに対しての回答を求
めました。佐藤鉱一組合長は「課題解決をしながら
地域農業の振興に取り組んでいきたい」と話しま
した。
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　ＪＡは１２月２７日、児童養護施設一関藤の園へ
リンゴ３０㌔とりんごジュース１０箱の他、ＪＡの関
係市場から提供されたミカン４０㌔、柿１５㌔も贈り、
年末年始を施設で過ごす子どもたちが楽しく生活で
きるようにとの思いを込めました。阿部幸文常務は
「さまざまな形で農や食に触れ考える機会をもって
もらえるとうれしい。今後も支援を継続していきた
い」と話しました。

ＪＡ青年部協議会は１２月９日、第
６回青年部立て看板コンクールの
審査を開き、作品の主旨が伝わる
デザインや仕上がりの良さなどを
厳正に審査しました。

最優秀賞にＪＡ室根青年部が輝く

大東うぐいす便発送式を１２月６
日、ＪＡ大東営農経済センターで
開き、リンゴやシイタケ、ＪＡのりん
ごジュースなど５９５箱を発送しま
した。

ふるさとの味を全国へ発送

ＪＡ女性部川崎中央支部は１月１６
日、生活シーダーの伊東澄子さん
を講師に家の光掲載レシピなどを
参考におもてなし料理５品を作り
ました。

彩り鮮やかなおもてなし料理を

ＪＡは１２月３日、いわて南牛枝肉
研究会を東京食肉市場で開き、出
品された去勢牛２５頭、雌牛１１頭
の中から、及川正一さん（藤沢）
の去勢牛が最優秀賞に輝きました。

肉質など全てが高評価

出荷規格を確認する生産者

品質の統一を図り安定的な出荷を
管内のイチゴ出荷が始まる

　ＪＡいちご生産部会は１２月１６日、ＪＡ花泉野
菜集出荷場でいちご出荷規格目揃会を開きました。
部会員など約２０人が参加し「さちのか」と「やよ
いひめ」の収穫や選別調整、出荷規格などを確認
しました。平年より日中の気温が高く今後出荷量が
増えると見込み、佐藤正弘部会長は「品質と出荷
規格の統一を図りながら、消費者においしいと喜ん
でもらえるものを作りたい」と話しました。
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剪定の指導をする小岩部会長㊥ 今年の取り引きの無事を願い鏡開きする関係者ら

高品質な果実の安定生産へ向け剪定学ぶ
管理作業が能率的にできる樹形づくり

今年の取り引きに期待
ＪＡ管内から２７２頭が上場

　ＪＡりんご部会は１月１６、１７の両日、りんご剪
せん

定
てい

指導会を一関市内４つの園地で開きました。一
関農業改良普及センターの河田道子主査農業普及
員が令和2年産リンゴの花芽の状況や剪定の手順、
ポイントを説明し、小岩克宏部会長が植えてから
５年目までの樹を用いて年数に合わせた剪定方法を
実演。樹勢を確認しながら立ち枝を利用した成り枝
のつくり方などを指導しました。

　県南家畜市場で磐井地区の初競りが１月９日行わ
れ、鏡開きで今年の取り引きのスタートを祝いまし
た。ＪＡ管内から去勢牛１７１頭、雌牛１０１頭を上
場。最高値は去勢牛の１０３万７０００円で、平均
価格は７２万９４５４円でした。佐藤鉱一組合長は
「牛肉の輸入自由化の影響が子牛価格にも出てきて
いるが、子牛の供給産地として購買者の期待に応
えていきたい」と話しました。

ＪＡマスコットキャラクター「この
みん」に全国からたくさんの年賀
状が届きました。これからも応援
よろしくお願いします。

たくさんの年賀状ありがとう

一関地方農林業振興協議会園芸
特産部会は１２月４、７の両日、使
用済みの肥料袋や育苗箱、マルチ
などの農業用廃プラスチックを５会
場で回収しました。

農業用廃プラの適正処理を

一関市と気仙沼市は１月２４日、一
関市＆気仙沼市食材フェア交流会
を横浜中華街で開き、いわて南牛
と原木シイタケなどをＰＲしました。

生産者と消費者の交流図る

一関りんご研究会は１２月２０日、第
３回味

あじわん

１グランプリをＪＡファーマー
ズいわて平泉で開き、来店者が試
食し投票によりサンふじの味を競い
ました。

一関市内の１２園地が出品
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表彰を受ける最優秀賞の菅原さん㊧ 意見交換会であいさつする佐藤部長㊥

課題を整理しさらなる前進を
生産意欲と所得向上を目指した事業展開

女性部とＪＡ役員が意見交換
２５の質問や意見に回答

　ＪＡいちご生産部会は１月２１日、令和２年度の
通常総会を開き、生産現場の悩みや課題解決に向
けた勉強会に新たに取り組んだことを報告しました。
２年度も勉強会に取り組む他、電子メールやウェブ
を活用した迅速な情報発信で適期作業につなげて
いきます。出荷優良者表彰では最優秀賞に菅原修
さん（花泉）が、任期満了に伴う役員改選では新
部会長に滝澤幸夫さん（花泉）が選ばれました。

　ＪＡ女性部とＪＡは１２月２０日、女性部役員と
ＪＡ役員の意見交換会を開きました。女性部から
寄せられた質問や意見に回答した他「創ろう！みん
なの力で元気なＪＡ」をテーマに全体討議を行い、
女性部活動の在り方など活発に意見を交わしまし
た。佐藤幸子部長は「女性部が活動することでＪＡ
が元気になるとうれしい。楽しく活動するために要
望をしっかり伝えましょう」と呼び掛けました。

ＪＡハートフルは１月２２日、全体
研修会・ＪＡ健康寿命１００歳プロ
ジェクト交流集会を開き、各支部
の事例発表などを行いました。

伸ばそう健康寿命

ＪＡ女性部藤沢中央支部は１２月
２３日、生活シーダーの皆川知子さ
んを講師に料理教室を開き、ダイ
コンやハクサイなどを使って７品を
作りました。

家の野菜でおもてなし

ＪＡ合併５周年記念旅行を１月２６
日から３日間の日程で開催し、熊
野本宮大社や那智の滝など熊野
古道と南紀ふれあいの旅を楽しみ
ました。

合併５周年記念旅行を開催

一関市は１２月２０日、地産地消
フェアをＪＡファーマーズいわて
平泉で開き、いわて南牛と奥州い
わいどりを使った料理を振る舞い
ながらＰＲしました。

地元産お肉のおいしさ知って
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